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【取り組み内容 経緯】

１年目：数値制御機器を活用したものづくりでの技術力・思考力向上

（教員による先進校視察・教育プログラム研究・全教員共有）

２年目：学校教育目標に準じた身に付けたい10のスキルを校内統一

（ルーブリック表による生徒自身の評価と教員から生徒をみた

評価・分析し教科学科横断的な活動で改善を図った）

３年目：１０のスキルにもう一つ、主体性を追加し１１のスキルとした

４,５年目：本科生は１１のスキル定着および向上、専攻科生は新たな

取り組みによるレベルアップ

全校体制で取組むための具体的実践

具体的な目標設定と生徒の見取り・評価が重要である！
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ＴＥＣＨ－Ａ スキル

本事業を通して身に付けたい１１の資質・能力
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本科１年生重点 本科２年生重点 本科３年生重点 専攻科１年生重点 専攻科２年生重点

① 課題発見力

② 論理的思考力

③ 課題解決力

④ 知識力

⑤ 実践的技術力

⑥
外国語（英語）

活用力

⑦ 創造力

⑧ コミュニケーション力

⑨ 社会人倫理力

⑩
主体性

（学びに向かう力）

⑪ 発信力

身に付けたい力

Thinking

Engineering

Challenge　&

Humanity

共通スキル

企業実習

企業人講話

教科

企業人講話

生徒会活動

課題研究機器活用

ＳＳＨ連携

企業人講話

生徒会活動

企業見学

ビジネス
プラン

パテント

機器活用

一般
教養

実践
英語等

専門教科

一般
教養

専門教科

実践
英語等

実践社会学 起業経済学

マネジ

メント

工学

特許創造学

地方創生概論

企業実習

課外活動

創造研究

企業実習

ロボット

実習

パテント

課外活動

教科 教科

教育活動全体を通して１１のスキルを身に付ける



本科の取り組み

２年生パテントコンテスト
優秀賞３名受賞（特許出願支援対象）

【パテントコンテストに取り組んだ感想】

・自分の考えたアイデアがアイデアで終わらず、
特許出願できることが嬉しい。
・身近なことについて考えることが今までなかっ
たので、パテントコンテストで改めて考えてみ
て、身近なものの素晴らしさに気付いた。
新たな発見もでき、とても良い経験となった。
・身近なところからアイデアを見つけ出す、具現
化する難しさについて今回学んだ。
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１年生ビジネスプラングランプリ
３期連続 学校賞 受賞

数値制御機器の活用

３年生課題研究への取り組み
〇創造的、発想的なものづくりを行うにあたり、数値制御機器を活用した場面の
効果等についてどう思うか（生徒アンケートより）
・医療業界や介護業界、飲食業界ありとあらゆる業界でIoTが大いに活用される
時代が来る。それらの IoTを作るためには数値制御機器が必要不可欠だ。そ

のため次世代を担う若者には数値制御機器を使いこなせるようにしなければな
らないと思った。



専攻科取り組み

・外国語に関する科目
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・遠隔操作実習(先端技術実習)

・地域を題材にした科目

・課外活動「創造サークル」

・パテントコンテスト説明会

・教えることでの表現力向上と地域貢献



専攻科取り組み

１年生企業実習・２年生創造研究
企業と連携した教育システム(デュアルシステム)⇒先進的設計技術者育成

学校・企業が協働して実習研究し、社会が求める資質・能力を身に付ける

7



１１スキルの生徒・学生自己評価の変容

専攻科
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５年間のSPH活動を通して
専攻科

【高校３年生の感想】 論理的思考力・高度な技術力の取り組みより

医療業界や介護業界、飲食業界ありとあらゆる業界でIoTが大いに活用される
時代が来る。それらのIoTを作るためには数値制御機器が必要不可欠だ。次世
代を担う若者は数値制御機器を使いこなせるようにしなければならない。

【専攻科２年生の感想】 ５年間の自ら主体的に考え自己評価した取り組みより

社会では自分で考え判断し生きていかなければならなく、自己評価し自分自身
を見つめなおす習慣が作れたことが良かった。社会に出てからも実践していく。

【成果】社会に巣立つ生徒にとって自分自身を反省し、自ら主体的に生きる術

を考え行動する、この習慣化が大きな成果！

【課題】生徒の可能性を最大限に引き出すために、常により良い効果的な手法

を調査、情報共有検討、実行、改善していくことが重要課題！

（そのためには生徒の見取り、現状分析を行い評価することが大前提）
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令和３年度ＳＰＨ完成

Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ
高度な技術力

Ｔｈｉｎｋｉｎｇ
論理的思考力

Advancing
技術力で地域を前進させる力

Ｃｈａｌｌｅｎｇｅ＆Ｈｕｍａｎｉｔｙ
起業家精神、技術者としての人間力

新時代を主体的・創造的に生き、知徳体をそなえ、
地域の希望となり未来となり光となれ！

地方創生を創造する
「先進的設計技術者」を育成
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